
- 1 -

２０２２年７月２０日 発行

令
和
４
・
５
年
度
役
員

会

長

棚
村

一
彦

多
治
見
市
民
病
院

副

会

長

清
水

康
之

大
垣
徳
洲
会
病
院

副

会

長

岡
村

明
彦

久
美
愛
厚
生
病
院

常
務
理
事
（
庶
務
部
長
）

高
橋

裕
樹

岐
阜
赤
十
字
病
院

常
務
理
事
（
会
計
部
長
）

苅
谷

美
里

澤
田
病
院

岐
阜
地
区
理
事

金
森

妙
子

岐
北
厚
生
病
院

岐
阜
地
区
理
事

安
藤

航
平

岐
阜
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

岐
阜
地
区
理
事

浅
野

敦

東
海
細
胞
研
究
所

西
濃
地
区
理
事

林

淳
司

メ
デ
ィ
ッ
ク

西
濃
地
区
理
事

日
比

敏
男

大
垣
市
民
病
院

中
濃
地
区
理
事

河
村

幸
代

の
ぞ
み
の
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル

中
濃
地
区
理
事

日
下
部
隆
則

太
田
病
院

中
濃
地
区
理
事

臼
田

裕
樹

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

東
濃
地
区
理
事

赤
坂

智
子

き
き
ょ
う
の
丘
健
診
プ
ラ
ザ

東
濃
地
区
理
事

近
藤

優
大

東
濃
厚
生
病
院

飛
騨
地
区
理
事

髙
原

里
美

高
山
赤
十
字
病
院

飛
騨
地
区
理
事

池
戸
沙
綾
香

下
呂
市
立
金
山
病
院

理
事
（
組
織
調
査
部
長
）

澤
野

晴
夫

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

理
事
（
学
術
部
長
）

森
本

剛
史

松
波
総
合
病
院

理
事
（
広
報
宣
伝
部
長
）

市
川

浩
良

中
津
川
市
民
病
院

理
事
（
精
度
管
理
事
業
部
長
）
武
藤

延
秋

東
濃
厚
生
病
院

理
事
（
渉
外
部
長
）

伊
藤

千
春

き
き
ょ
う
の
丘
健
診
プ
ラ
ザ

監

事

帖
佐

光
洋

岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院

監

事

榊
間

利
政

岐
阜
市
民
病
院

一般社団法人 岐阜県臨床検査技師会

会長 棚村 一彦

今年度より、一般社団法人岐阜県臨床検査技師会の会長を拝命致しました多治見市民病院
の棚村一彦と申します。
平成27年4月京都府より多治見市民病院に転職、翌平成28年度から副会長として2年間理事
会や各事業に携わらせていただきました。4年間のブランクがありますが、970余名の会員を率
いる岐阜県臨床検査技師会技師会の発展と会員の利益のために微力ではございますが会務を
全うさせていただきたいと思います。
令和3年に昭和33年の衛生検査技師法制定以来の最大級の法令改正による変化がありまし

た。その一つが臨床検査技師学校養成所指定規則の一部を改正する省令の公布です。これによって専門分野の教育
がより具体的に示されたことと臨地実習の内容ごとに実施または見学させる行為が定められました。また、医師の働き
方改革を進める為のタスクシフト/シェアの推進に伴う臨床検査技師に関する法律の一部改正がなされました。
これらのことから近年臨床検査技師の業務範囲が大きく変わろうとしています。
平成26年から開始された検体採取業務のように拡大業務の内容は現時点で免許を有する者は講習の必要がある
でしょう。また臨床検査技師の就労形態は多様であり、施設ごとに業務の内容に差異があることやそこで勤務する検査
技師個人の働く意義等の多様性などから一律な業務形態とはならないと懸念されますが、臨床検査技師の業務範囲
が拡大し、医療全体の中で臨床検査技師の役割が変化することは将来的に職域確保と地位向上に繋がるため技師会
としてサポートしていく体制を維持していきたいと思います。
この先2年間、役員一同会員皆様のために頑張っていきますので、ご支援ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い
申し上げます。

ご挨拶
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会計部長 澤田病院
苅谷 美里

学術部長 松波総合病院
森本 剛史

副会長 久美愛厚生病院
岡村 明彦

庶務部長 岐阜赤十字病院
髙橋裕樹

副会長 大垣徳洲会病院
清水 康之

以前は組織調査部長として
お世話になりました。その後、
コロナ禍により、技師会活動

に様々な変化が出てきています。今後はどの
ようになっていくかは不透明ですが、岐臨技
の皆様に実りある活動を行っていけるよう模
索していき、微力ではありますが貢献できれ
ばと思っています。そのためには皆様の協力
は不可欠です。宜しくお願いします。

ウイズコロナとなり技師会の活動
もリモート、オンデマンド、ハイブリ
ットと活動形態が多岐に亘るよう
になりました。今までは参加しにく

かった遠方の会員も参加しやすい状況といえま
す。アフターコロナを迎えても今回培った活動形
態は生かせばより多くの会員が活動に参加して
頂けると思います。
私の所属する飛騨地区は20代30代の若い臨
床検査技師が多くなっています。次代を担う彼ら
がより参加しやすいように努めます。

今年度より学術部長を拝命いたしました。
よろしくお願いいたします。最近の研修会
はウェブ開催が多く、どんなに離れている場
所でも研修会に参加できるようになりまし

た。他県の研修会にも参加可能な場合があります。担当分
野は勿論、担 当分野ではない研修会への参加も勉強に
なると思います。岐臨技HPをこまめにチェックしていただ
き、どんどん参加してくださいね。

会計部長として務めさせてい
ただくことになりました。わからな
いことばかりですが、頼りになる
先輩方からご指導いただき、頑
張りたいと思います。

技師会役員となり、色々な方と関わる機会
が増えることは楽しみです。新しい経験をする
事で自分にもプラスにしていきたいと思いま
す。
2年間、どうぞよろしくお願いします。

棚村会長の新体制の下、岐阜
地区理事及び庶務部長を担当
させていただくことになりました。

岐阜県臨床検査技師会に入って25年以上に
なりますが、今までは一会員として研修会や学会
に参加するだけでした。今回、理事としてだけで
なく、庶務部長として初めて役員側の立場で岐
臨技に関わることになりました。まだ、わからない
ことばかりですが、先輩方に指導を仰ぎ、精一杯
努めて参りたいと思います。今後ともご指導、ご

協力の程、宜しくお願いいたします。
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春季拡大研修会
令和4年6月5日（日）

OKBふれあい会館 3階中会議室 西濃地区担当

株式会社 メディック 岐阜ラボ
松浦 康博

令和4年6月5日（日）OKBふれあい会館3階 中会議室において、令和4年度春季拡大研修会を
開催しました。
今回の研修会は、本来令和2年度に行われる予定の行事でした。しかしコロナ感染という世界規模
の感染事態となり今なお収束の域を見出すことは出来ていません。
そんな中、ｗｅｂでのｚｏｏｍやハイブリッドを利用したオンラインでの研修
会方法が各種研修会で用いられるようになり、2年ぶりにコロナ禍では
ありますが、ワクチンの3回接種や感染対策の施策が十分な状況になり
この度、西濃地区主催でハイブリッドを利用したオンライン方式での開催
にこぎつけました。
当日研修会の参加者は岐臨技会員65名、賛助会員11名、ｗｅｂ参加者
24名、合計100名市民公開講座への市民の参加はｗｅｂのみとした為視聴された市民は約20名ほ
どでした。
テーマは『ウイルス・細菌感染症と病理診断の今後』で、生物化学分析部門から【腸内細菌目細菌
の耐性機構の見分け方～薬剤耐性に立ち向かうために～】岐阜大学医学部附属病院 感染症寄付
講座特任教授 手塚 宜行先生にて講演して頂きました。
臨床検査総合部門から【形態診断から、がんゲノム診断まで ～いま、病理のなすべきこと～】岐阜
大学医学部附属病院 病理部・病理診断科 教授 宮﨑 龍彦先生にて講演して頂きました。
特別講演は市民公開講座で【新型コロナウイルスの感染制御と臨床検査】と題して岐阜大学医学
部附属病院 生体支援センター教授/センター長 馬場 尚志先生に講演して頂きました。
またランチョンも2演題行いました。
『風疹ウイルス感染症と抗体検査』ベックマン・コールター株式会社 学術部徳永 哲士様
『梅毒感染症検査と診断について』デンカ株式会社 国内試薬部 副部長小林 亘様
どの講演も久々の現地開催ということもあり参加者の真剣な眼差しを感じ無事開催できてほっとしま
した。またハイブリッドでのｚｏｏｍを駆使した事で、今後の研修会の新たな方法が開拓出来たことは今

までの開催手法に新たな光と希望が持てました。
唯し、このように無事開催出来たのも、賛助会員様、各講師の先
生、ベテランの旧理事､スタッフの皆さん、及び前会長・浅野先生、
事務所の種村さんの知恵のご協力なくしては出来ません。
今後各地区の理事の皆さんも研修会を開催するにあたっては、い
ろんな方の知恵でもって皆さんで協力して頂ければ盛会な研修会
となりますので宜しくお願い致します。
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令和４年度の春季拡大研修会が西濃地区主催で6月5日に開催されました。コロ
ナ禍でこの2年間、開催中止やWebでの開催となり会員の方と会場で直接顔を合
わせる事がありませんでした。2年ぶりの現地開催という事で久しぶりに顔を合
わせる事が出来た会員の方も多かったのではないでしょうか。役員の皆さんに
は感染対策等大変ご苦労が多い開催となった事と思います。お疲れ様でした。
さて令和3年度の総会が終わり令和4年度の技師会が始まりました。
令和４・５年の新役員も決まり新たな役員での運営となります。
新会長の棚村先生、常務理事、理事の先生方、2年間よろしく

お願いします。 (文責･市川)

令和4年度 第2回岐臨技臨床血液部門研修会 LIVE配信（Zoomミーティング）
２０２２年８月６日 10:00～12:00

申込：7/1～7/30

臨床微生物部門研修会 岐阜医療科学大学 １号館 ４階 MT-３実習室
コロナにより延期（日程は未定）

申込：～7/22

臨床生理部門（循環生理・超音波分野合同）研修会 LIVE配信（Zoomミーティング）

２０２２年９月１０日

病理・細胞部門研修会 名古屋大学医学部基礎研究棟 第1講義室 + LIVE配信
２０２２年９月１０日（土）

申込：8/1～9/1

輸血細胞治療部門研修会 LIVE配信（Zoomミーティング）
２０２２年９月２０日 17:30〜19:00

申込：8/1〜9/13(予定)

第２回臨床一般部門研修会（Zoomミーティング）
２０２２年９月２５日（日）

申込：～9/18

輸血細胞治療部門研修会 LIVE配信（Zoomミーティング）
２０２２年１０月１９日 17:30〜19:00

申込：9/1〜10/20(予定)


